
※インタビュアーの長田義明さんは、静岡市出身のジャーナリストで、元時事通信社解説委員。

静
岡
市
に
ゆ
か
り
が
あ
り
、東
京
を
拠
点
に
内
外
で
活
躍

す
る
皆
様
に
、東
京
か
ら
見
た
静
岡
市
の
良
さ
と
可
能
性
、

ま
ち
づ
く
り
の
方
向
に
つ
い
て
、ご
提
案
い
た
だ
き
ま
す
。

東
京
か
ら

こ
ん
に
ち
は

Hiroshi Hasegawa
静岡市葵区生まれ。県立静岡高校卒業。京都大学農学部卒業。京都大学大
学院理学研究科博士課程単位取得退学（動物生態学）、日本学術振興会奨
励研究員、東邦大学助手、助教授、2004年、教授に就任。08年、京都大学
野生動物研究センター・兼任教授、14年４月から東邦大学名誉教授。70歳。
「風にのれ！アホウドリ」（フレーベル館）、「オキノタユウの島で：無人島滞在
“アホウドリ”調査日誌」（偕成社）など著書多数。第８回海洋立国推進功労
者表彰・自然環境保全部門（内閣総理大臣賞）など数々の賞を受賞。
https://www.mnc.toho-u.ac.jp/v-lab/ahoudori/

東邦大学名誉教授
動物生態学

アホウドリ完全復活
絶滅危機救う

は
自
分
の
力
で
存
続
で
き
ま
す
。や
り
き

っ
た
と
い
う
感
じ
で
す
ね
」。

　

長
谷
川
さ
ん
は
優
美
な
ア
ホ
ウ
ド
リ

を
尊
敬
の
念
を
込
め
て「
オ
キ
ノ
タ
ユ
ウ
」

（
沖
の
大
夫
）と
呼
ぶ
。鳥
島
に
渡
る
決

意
を
固
め
た
の
は
、大
学
院
博
士
課
程
１

年
の
時
に
鳥
島
の
調
査
を
終
え
た
英
国

の
著
名
な
鳥
類
学
者
と
偶
然
大
学
で
出

会
い
、「
彼
の
行
動
力
に
大
き
な
刺
激
を

受
け
た
か
ら
で
す
」。

　

日
本
学
術
振
興
会
の
奨
励
研
究
員
だ
っ

た
76
年
に
現
地
へ
。だ
が
こ
の
時
は
波
が

高
く
、翌
年
島
に
初
上
陸
。ヒ
ナ
15
羽
と

若
鳥・成
鳥
71
羽
を
確
認
し
た
。直
後
に

東
邦
大
学
助
手
に
採
用
さ
れ
、保
護
研
究

に
。丈
夫
な
巣
を
造
れ
る
よ
う
に
従
来
営

　

か
つ
て
無
数
に
い
た
と
い
う
伊
豆
諸
島・

鳥
島
の
特
別
天
然
記
念
物
ア
ホ
ウ
ド
リ
。

し
か
し
羽
毛
採
取
に
よ
る
乱
獲
で
一
時
絶

滅
宣
言（
１
９
４
９
年
）が
出
さ
れ
る
な

ど
、戦
後
の
長
い
間
絶
滅
の
淵
に
あ
っ
た
。

こ
の
危
機
を
救
っ
た
の
が
長
谷
川
さ
ん
だ
。

　

現
地
調
査
１
２
５
回
。40
年
以
上
、毎

年
無
人
島
の
鳥
島
に
渡
り
生
態
研
究
と

繁
殖
成
功
率
を
ア
ッ
プ
さ
せ
る
活
動
を

続
け
た
。時
に
は
一
人
で
１
か
月
半
も
滞

在
し
た
。昨
秋
、１
０
１
１
つ
が
い
を
確
認
。

「
総
個
体
数
は
５
１
６
５
羽（
推
定
）と
な

り
、完
全
復
活
の
目
標
と
し
て
き
た
５
千

羽
に
達
し
ま
し
た
。も
う
鳥
島
の
集
団

巣
地
に
草
を
植
え
、安
全
な
斜
面
に
新
た

な
営
巣
地〝
造
成
〞に
も
着
手
、島
の
北
西

の
比
較
的
平
ら
な
場
所
と
従
来
営
巣
地

近
く
の
崖
の
上
に
新
営
巣
地
が
で
き
復

活
へ
の
道
が
開
け
た
。昨
年
末
、活
動
を

後
進
に
譲
り
、今
は
講
演
な
ど
が
中
心
。

　

旧
大
河
内
村
出
身
の
長
谷
川
さ
ん
。

静
岡
市
に
つ
い
て「
山
の
景
観
と
現
代
的

な
都
市
と
が
う
ま
く
融
合
、調
和
し
た

ま
ち
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
」と
話
す
。

　

実
家
近
く
の
有
東
木
地
区
は
、日
本
の

ワ
サ
ビ
栽
培
発
祥
の
地
と
さ
れ
、「
水
わ

さ
び
伝
統
栽
培
」が
国
連
食
糧
農
業
機

関（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）の
世
界
農
業
遺
産
に
認
定

さ
れ
た
。「
市
内
に
は
水
わ
さ
び
以
外
に

も
井
川
の
メ
ン
パ
な
ど
伝
統
工
芸
品
が
多

く
あ
る
。こ
う
し
た
伝
統
技
術
や
栽
培

方
法
を
継
承
す
る
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
も

重
要
だ
と
思
い
ま
す
」と
指
摘
。

　
「
都
会
の
子
ど
も
た
ち
に
新
茶
の
時
期

の
、あ
の
山
一
面
を
覆
う
お
茶
の
香
り
を

体
験
し
て
も
ら
う
と
か
、文
化・歴
史
遺

産
と
野
鳥
観
察
な
ど
自
然
が
楽
し
め
る

ス
ポ
ッ
ト
や
、自
然
を
う
ま
く
活
用
し
た

人
と
触
れ
合
え
る
場
所
を
紹
介
す
る
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
み
た
い
な
も
の
が
で
き
た
ら
、

田
舎
の
新
し
い
価
値
が
見
つ
か
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
」。

（
文
：
長
田
義
明
、写
真
撮
影
：
長
谷
川
さ
ん
）

活
動
42
年「
や
り
き
っ
た
」

〝
田
舎
〞の
新
し
い
価
値
を

長谷川 博さん


